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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第60期

第１四半期連結
累計期間

第61期
第１四半期連結
累計期間

第60期

会計期間
自平成27年４月１日
至平成27年６月30日

自平成28年４月１日
至平成28年６月30日

自平成27年４月１日
至平成28年３月31日

売上高 （千円） 12,036,407 12,555,783 58,697,643

経常利益 （千円） 349,032 114,299 2,418,841

親会社株主に帰属する四半期（当

期）純利益
（千円） 212,835 70,772 1,550,876

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 304,094 △185,771 1,037,734

純資産額 （千円） 15,594,718 15,684,332 16,156,513

総資産額 （千円） 28,845,922 28,961,217 32,162,313

１株当たり四半期（当期）純利益

金額
（円） 18.58 6.18 135.37

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額
（円） － － －

自己資本比率 （％） 54.1 54.2 50.2

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含んでおりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。

 

２【事業の内容】

　当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第１四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

　また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

 

２【経営上の重要な契約等】

販売店・代理店契約

契約締結先 契約締結日 主な取扱品目 契約期間

オムロン株式会社 平成28年４月１日 制御機器
自　平成28年４月１日

至　平成29年３月31日

横河電機株式会社 平成28年４月１日 計測機器
自　平成28年４月１日

至　平成29年３月31日

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中における将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したものであり

ます。

(1) 業績の状況

　当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、緩やかな回復基調が続く一方で、円高の進行や国内消費の低

迷により、景気に停滞感も見られました。また、英国のＥＵ離脱問題の影響もあり、先行きの不透明感が高まる状

況となりました。

　当社グループの主要ユーザーである自動車関連企業におきましては、海外では北米を中心に好調な販売が続いて

おり、今年度も堅調な設備投資が計画されている一方、円高による企業業績への影響や低迷する国内販売など、今

後の設備投資への影響が懸念される状況となりました。電気・電子・半導体関連企業におきましては、スマート

フォン関連需要は徐々に回復してきており、工作機械関連企業では、中国経済の減速のほか北米需要に一服感がみ

られるなど、工作機械受注は低迷する結果となりました。

　このような経営環境の中、当社グループにおきましては、３年目を迎えた第８次中期経営計画（平成26年度～平

成28年度）に基づき、「さらなる信頼を得られる事業品質の確立」をスローガンとして、品質向上と生産性向上を

軸に持続的成長・発展へ向けた戦略課題（エンジニアリングビジネスの確立、営業体制の強化、グローバル体制の

強化など）に取り組んでまいりました。

　この結果、当第１四半期連結累計期間の売上高は12,555百万円（前年同期比4.3％増）、営業利益は、主に円高

による海外子会社における売上原価の上昇に加え、人件費を中心に販売費及び一般管理費が増加したことから、

115百万円（前年同期比57.8％減）、経常利益は、為替差損が発生した影響により、114百万円（前年同期比67.3％

減）、親会社株主に帰属する四半期純利益は70百万円（前年同期比66.7％減）となりました。

　売上高の品目別内訳につきましては、次のとおりであります。なお、当社グループは主として制御機器、産業機

器、計測機器等の販売を営んでおり、事業区分としては単一セグメントであるため、品目別に記載しております。

①　制御機器

　制御機器は、当社グループの主力取扱商品（当第１四半期連結累計期間における売上構成比で34.4％）で、主

に自動車及び電気・電子・半導体、セラミック関連企業向けなど、全般に販売が伸び悩み、売上高は4,316百万

円（前年同期比8.4％減）となりました。

②　産業機器

　産業機器は、自動車関連企業向けの大型設備案件が増加し、売上高は4,223百万円（前年同期比17.7％増）と

なりました。

③　計測機器

　計測機器は、自動車関連企業向けの販売が増加し、売上高は1,570百万円（前年同期比13.6％増）となりまし

た。

④　電源機器

　電源機器は、電気・電子・半導体及び工作機械関連企業向けの販売が減少し、売上高は513百万円（前年同期

比7.4％減）となりました。

⑤　実装機器

　実装機器は、自動車関連企業向けの大型設備案件が増加し、売上高は481百万円（前年同期比34.0％増）とな

りました。
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⑥　その他

　上記５品目以外においては、売上高は1,450百万円（前年同期比0.6％増）となりました。

 

(2) 事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第１四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

(3) 研究開発活動

　該当事項はありません。

 

(4) 経営成績に重要な影響を与える要因について

　当社グループの主要顧客であります製造業の中で、販売先上位は自動車関連産業に属する企業であるため、自動

車業界の動向やそれらの企業の設備投資動向と密接な関係にあり、当社グループの経営成績に影響を与える可能性

があります。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 48,000,000

計 48,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末
現在発行数（株）
（平成28年６月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成28年８月９日）

上場金融商品取引所名又は登録
認可金融商品取引業協会名

内容

普通株式 12,067,120 12,067,120 東京証券取引所　市場第一部 単元株式数100株

計 12,067,120 12,067,120 － －

 

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総数
増減数（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成28年４月１日～

平成28年６月30日
－ 12,067,120 － 1,311,778 － 1,371,950

 

(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(7) 【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記

載することができないことから、直前の基準日（平成28年３月31日）に基づく株主名簿による記載をしておりま

す。

 

①【発行済株式】

平成28年６月30日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式　　　610,700 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式　 11,454,800 114,548 －

単元未満株式 普通株式　　　　1,620 － －

発行済株式総数 12,067,120 － －

総株主の議決権 － 114,548 －

（注）「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式45株が含まれております。

 

②【自己株式等】

平成28年６月30日現在
 

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

明治電機工業株式会社
愛知県名古屋市中村区

亀島二丁目13番８号
610,700 － 610,700 5.06

計 － 610,700 － 610,700 5.06

 

２【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について
　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について
　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間（平成28年４月１日から平

成28年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成28年４月１日から平成28年６月30日まで）に係る四半期連

結財務諸表について有限責任 あずさ監査法人による四半期レビューを受けております。

 

EDINET提出書類

明治電機工業株式会社(E02992)

四半期報告書

 7/14



１【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(平成28年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成28年６月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 3,308,206 3,454,841

受取手形及び売掛金 21,590,353 18,600,691

商品及び製品 2,353,184 2,092,212

仕掛品 378,079 658,796

原材料及び貯蔵品 28,689 26,725

その他 562,142 415,880

貸倒引当金 △22,521 △22,366

流動資産合計 28,198,134 25,226,781

固定資産   

有形固定資産 1,706,388 1,676,665

無形固定資産 143,472 149,809

投資その他の資産 ※１ 2,114,318 ※１ 1,907,961

固定資産合計 3,964,178 3,734,436

資産合計 32,162,313 28,961,217

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 13,558,365 11,389,328

未払法人税等 317,182 38,852

賞与引当金 469,760 219,780

役員賞与引当金 2,250 14,625

その他 1,261,070 1,275,675

流動負債合計 15,608,629 12,938,262

固定負債   

役員退職慰労引当金 6,850 6,650

その他 390,321 331,973

固定負債合計 397,171 338,623

負債合計 16,005,800 13,276,885

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,311,778 1,311,778

資本剰余金 1,371,950 1,371,950

利益剰余金 13,257,234 13,041,597

自己株式 △303,907 △303,907

株主資本合計 15,637,055 15,421,418

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 507,987 378,400

繰延ヘッジ損益 － 130

為替換算調整勘定 56,412 △69,071

退職給付に係る調整累計額 △44,941 △46,545

その他の包括利益累計額合計 519,458 262,913

純資産合計 16,156,513 15,684,332

負債純資産合計 32,162,313 28,961,217
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第１四半期連結累計期間
(自　平成27年４月１日
　至　平成27年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成28年４月１日
　至　平成28年６月30日)

売上高 12,036,407 12,555,783

売上原価 10,309,709 10,872,732

売上総利益 1,726,698 1,683,050

販売費及び一般管理費 1,452,088 1,567,185

営業利益 274,609 115,865

営業外収益   

受取利息 829 623

受取配当金 16,863 20,718

仕入割引 37,154 35,213

為替差益 25,580 －

その他 6,375 9,126

営業外収益合計 86,803 65,682

営業外費用   

支払利息 338 534

売上割引 11,187 9,697

為替差損 － 57,015

その他 853 －

営業外費用合計 12,379 67,248

経常利益 349,032 114,299

特別利益   

固定資産売却益 1,872 9

特別利益合計 1,872 9

特別損失   

固定資産除却損 42 6

特別損失合計 42 6

税金等調整前四半期純利益 350,863 114,302

法人税等 138,027 43,529

四半期純利益 212,835 70,772

親会社株主に帰属する四半期純利益 212,835 70,772
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【四半期連結包括利益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第１四半期連結累計期間
(自　平成27年４月１日
　至　平成27年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成28年４月１日
　至　平成28年６月30日)

四半期純利益 212,835 70,772

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 117,932 △129,586

繰延ヘッジ損益 － 130

為替換算調整勘定 △22,292 △125,483

退職給付に係る調整額 △4,381 △1,604

その他の包括利益合計 91,258 △256,544

四半期包括利益 304,094 △185,771

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 304,094 △185,771

 

EDINET提出書類

明治電機工業株式会社(E02992)

四半期報告書

10/14



【注記事項】

（会計方針の変更）

（平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱いの適用）

　法人税法の改正に伴い、「平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱い」（実務対

応報告第32号　平成28年６月17日）を当第１四半期連結会計期間に適用し、平成28年４月１日以後に取得した建

物附属設備及び構築物に係る減価償却方法を定率法から定額法に変更しております。

　この結果、当第１四半期連結累計期間の営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益に与える影響額は

軽微であります。

 

（四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理）

（税金費用の計算）

　税金費用については、当第１四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純損益に対する税効果会

計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

 

（追加情報）

（繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針の適用）

　「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第26号　平成28年３月28日）を当第

１四半期連結会計期間から適用しております。

 

（四半期連結貸借対照表関係）

※１　資産の金額から直接控除している貸倒引当金の額

 

 
前連結会計年度

（平成28年３月31日）
当第１四半期連結会計期間
（平成28年６月30日）

投資その他の資産 38,750千円 38,750千円

 

　２　偶発債務

　下記会社の銀行借入に対して債務保証を行っております。

 

 
前連結会計年度

（平成28年３月31日）
当第１四半期連結会計期間
（平成28年６月30日）

明治電機商業（上海）有限公司 212,280千円 189,120千円

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

　当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半

期連結累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。

 

 
前第１四半期連結累計期間
（自　平成27年４月１日
至　平成27年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成28年４月１日
至　平成28年６月30日）

減価償却費 30,081千円 33,869千円
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（株主資本等関係）

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　平成27年４月１日　至　平成27年６月30日）

配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成27年５月27日

取締役会
普通株式 458,255 40.00 平成27年３月31日 平成27年６月８日 利益剰余金

 

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　平成28年４月１日　至　平成28年６月30日）

配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成28年５月30日

取締役会
普通株式 286,409 25.00 平成28年３月31日 平成28年６月７日 利益剰余金

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

前第１四半期連結累計期間（自　平成27年４月１日　至　平成27年６月30日）及び当第１四半期連結累計期間

（自　平成28年４月１日　至　平成28年６月30日）

　当社グループの事業は、制御機器、産業機器、計測機器等の販売及びこれらの付随業務の単一セグメントで

あるため、記載を省略しております。

 

（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
（自　平成27年４月１日
至　平成27年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成28年４月１日
至　平成28年６月30日）

１株当たり四半期純利益金額 18.58円 6.18円

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益金額（千円） 212,835 70,772

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純利益

金額（千円）
212,835 70,772

普通株式の期中平均株式数（株） 11,456,375 11,456,375

（注）　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。

 

２【その他】

　平成28年５月30日開催の取締役会において、次のとおり剰余金の配当を行うことを決議いたしました。

(イ) 配当金の総額………………………………………286,409千円

(ロ) １株当たりの金額…………………………………25円00銭

(ハ) 支払請求の効力発生日及び支払開始日…………平成28年６月７日

（注）　平成28年３月31日現在の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、支払いを行います。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

平成28年８月９日

明治電機工業株式会社

取締役会　御中

 

 有 限 責 任 あ ず さ 監 査 法 人 

 

 
指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 宮　本　正　司

 

 
指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 岸　田　好　彦

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている明治電機工業株

式会社の平成28年４月１日から平成29年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（平成28年４月１日から

平成28年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成28年４月１日から平成28年６月30日まで）に係る四半期連結

財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半

期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、明治電機工業株式会社及び連結子会社の平成28年６月30日現在の財政

状態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての

重要な点において認められなかった。

 

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

　以　上

 

　（※）１　上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２　ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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